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憧
徳
宜
セ
ン
タ
ー
線
2
0
0
6

(
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

・
文
学
部
懐
徳
宝
セ
ン
タ
ー

ニ
O
O六
年
二
月
二
八
日
発
行
)

、、、

豊
中
市
等
と
の
地
域
連
携
事
業
に
つ
い
て

平
成
十
七
年
度
に
本
セ
ン
タ
が
行
っ
た
豊
中
市
お
よ
び
豊
中
市
教
育
委
員
会
等
と

の
連
憐
事
業
に
つ
い
て
、
下
記
の
通
り
三
件
を
報
告
す
る
。

豊
中
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
け
る
懐
徳
堂
資
料
展
示

平
成
十
七
年
五
月
三
日

(火
)
か
ら
八
日
(
日
)
に
か
け
て
、
豊
中
市

・
豊
中
市
教

育
委
員
会
・
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
と
の
共
催
事
業
と
し
て
、
豊
中
市
立
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
(
豊
中
市
本
町
)
に
お
い
て

「大
阪
大
学
連
携
展
懐
徳
堂
資
料
展
」
を
開
催

し
た

(
下
段
写
真
三

展
示
し
た
資
料
等
は
下
記
の
通
り

(
B
番
号
を
記
し
た
資
料
は
、
懐
徳
堂
遺
物

・
水

哉
館
遺
物
・
重
建
懐
徳
堂
蒐
集
資
料
な
ど
で
あ
る
)
。

-
竹
山
履
軒
諸
先
生
貼
交
扉
風

(
B
m
)

・
出
俵
徳
堂
欧
(
並
阿
寒
泉
)
(
B
m
)

・
中
井
履
軒
像

(
B
河
)

・
中
井
竹
山
像

(
B
H
)

・
洲
庵
先
生
双
幅
(
五
井
蘭
洲
)
(
B
打
)

墨
菊
図
(
中
井
餐
庵
賛
)
(
日
釘
)

・
鴻
池
稲
荷
碑
拓
本
(
平
成
八
年
度
財
団
購
入
資
料
)

懐

徳

堂

セ

ン

タ
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-
騎
馬
武
者
図
(
中
井
蕉
園
賛
)
(
平
成
八
年
度
財
団
購
入
資
料
)

・
多
言
書
幅
(
三
宅
石
庵
)
(
平
成
十
年
度
財
団
購
入
資
料
〉

・
春
山
花
見
図
(
蔀
関
月
面
・
中
井
竹
山
賛
)
(
平
成
十
年
度
財
団
購
入
資
料
)

・
陶
淵
明
図
(
三
宅
春
楼
筆
、
竹
山
・
履
軒
賛
)
(
平
成
十
一
年
度
財
団
購
入
資
料
)

.
高
士
観
爆
図
(
伝
狩
野
光
教
画
・
石
庵
賛
)
(
平
成
十
二
年
度
財
団
受
贈
資
料
)

・
旧
懐
徳
堂
復
元
C
G
タ
ベ
ス
ト
リ
l
2
点
(
玄
関
・
講
堂
)

-
資
料
パ
ネ
ル

7
点
(
旧
懐
徳
堂
平
面
図
・
木
製
天
図
・
紙
製
天
図
・
潮
図
・

方
図
・
紙
製
深
衣
・
入
徳
門
聯
)

-
解
説
パ
ネ
ル

2
点
(
関
係
年
表
・
関
係
系
図
)

・
貴
重
資
料
レ
プ
リ
カ
5
点
(
木
製
天
図
・
紙
製
天
図
・
潮
図
・
方
図
・

紙
製
深
衣
・
入
徳
門
聯
)

バ
ー
チ
ャ
ル
懐
徳
堂

展
示
室
面
積
は
一

O
六
d
、
会
期
中
の
来
場
者
は
約
百
名
で
あ
っ
た
。
ま
た
会
期
中
の

五
月
七
日
(
土
)
に
、
井
上
了
職
員
が
講
演
お
よ
び
資
料
の
説
明
を
行
っ
た
。
講
演
お

よ
び
資
料
説
明
の
来
聴
者
は
約
二
十
名
。

会
場
と
な
っ
た
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
阪
急
豊
中
駅
の
高
架
下
に
あ
り
、
交
通
が
便
利

で
あ
る
反
面
、
や
や
判
り
に
く
い
場
所
で
も
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
事
前
の
予
想

を
超
え
る
動
員
数
を
得
た
の
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
に
よ

る
事
前
広
報
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
(
回
収
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
か
ら
)
。

な
お
、
会
場
は
書
画
作
品
の
展
示
な
ど
を
想
定
し
た
施
設
で
あ
り
、
照
明
な
ど
の
点

で
充
分
な
対
応
が
で
き
な
か
っ
た
の
が
遺
憾
で
あ
る
。
ま
た
会
期
が
大
型
連
休
中
で
あ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
本
学
か
ら
の
説
明
要
員
を
確
保
で
き
ず
、
説
明
パ
ネ
ル
を
資
料
の

傍
ら
に
掲
示
す
る
の
み
に
と
ど
ま
っ
た
。

豊
中
ま
つ
り
二

O
O
五

出
展
と
講
演

平
成
十
七
年
八
月
六
日
(
土
)
か
ら
七
日
(
日
)
に
か
け
て
、
豊
中
市
・
豊
中
市
教

育
委
員
会
の
協
賛
、
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
・
大
阪
大
学
文
学
研
究
科
の
主
催
、
豊

中
ま
つ
り
実
行
委
員
会
と
の
共
催
事
業
と
し
て
、
市
民
会
館
(
豊
中
市
曽
根
東
町
)
に

お
い
て
「
懐
徳
堂
資
料
展
」
を
開
催
し
た
。

展
示
し
た
資
料
等
は
下
記
の
通
り
。

-
寅
八
年
定
額
(
中
井
竹
山
)
(
B
U
)

・
帰
馬
放
牛
図
対
幅
(
谷
文
晃
画
)
(
B
日
)

・
竹
山
履
軒
諸
先
生
貼
交
扉
風

(
B
凶
)

・
木
司
令
(
中
井
蕉
園
)
(
B
m
)

・
懐
徳
堂
木
板
方
燈

(
B
n
)

・
山
階
宮
下
賜
菊
章
刀
子
・
錦
嚢

(
B
刊
)

・
螺
銅
韻
匝

(
B
印
)

-
解
師
伐
哀
図
(
中
井
履
軒
賛
)
(
B
臼
)

-
宝
暦
八
年
定
書
(
『
大
坂
学
校
書
類
』
巻
子
)
(
中
井
竹
山
)
(
B
m
)

・
顕
微
鏡
記
(
中
井
履
軒
手
稿
『
弊
帯
続
編
』
)
(
水
哉
館
遺
書
)

・
『
越
姐
弄
筆
』
(
中
井
履
軒
手
稿
)
(
水
哉
館
遺
書
)

・
『
史
記
離
題
』
(
中
井
履
軒
手
稿
)
(
水
哉
館
遺
書
)

-
竹
之
図
(
石
門
露
珍
筆
、
中
井
竹
山
賛
)
乃
平
成
三
年
度
財
団
購
入
資
料
)

・
『
越
姐
戴
筆
』
(
中
井
履
軒
手
稿
)
(
新
国
文
庫
)

・
『
華
膏
国
物
語
』
版
木
(
新
田
文
庫
)

-
中
井
木
菟
麻
口
白
キ
リ
ス
ト
教
関
係
草
稿
(
新
回
文
庫
)
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-
『
左
九
羅
柏
』
(
中
井
履
軒
手
稿
)
(
新
田
文
庫
)

・
『
画
拙
』
(
中
井
履
軒
手
稿
)
{
新
国
文
底
)

・
天
体
図
解
(
伝
中
井
履
軒
作
)
(
新
田
文
庫
)

・
陣
山
香
炉
(
中
井
履
軒
手
製
)
(
新
聞
文
庫
)

・
象
図
(
岩
崎
象
外
商

・
中
井
履
軒
賛
)
(
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
新
収
資
料
)

・
古
梅
園
墨
2
点
(
中
井
竹
山
撰
)
(
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
新
収
資
料
)

・
資
料
パ
ネ
ル
凶
点
(
木
製
天
図

・
紙
製
天
図

・
潮
図
・
方
図

・
入
徳
門
聯

懐
徳
堂
幅
・
中
井
竹
山
像
・
中
井
履
軒
像
・
木
司
令

・

懐
徳
堂
瓦
当
拓
本
・
撃
背
因
物
語
版
木
・
越
姐
弄
筆

聖
賢
閉

・
旧
懐
徳
堂
平
面
図
)

-
解
説
パ
ネ
ル

2
点
(
関
係
年
表
・
関
係
系
図
)

・
賞
箪
資
料
レ
プ
リ
カ
4
点
(
木
製
天
図
・
紙
製
天
図

・
潮
図

・
方
図

・

入
徳
門
聯
)

バ
ー
チ
ャ
ル
懐
徳
堂

本
展
示
は
「
豊
中
ま
つ
り
二

O
O
五
」
と
連
携
し
て
開
催
さ
れ
、

「豊
中
ま
つ
り
」

の
来
場
者
(
本
件
展
示
以
外
の
イ
ベ
ン
ト
を
目
的
と
す
る
来
場
者
)
が
本
展
示
へ
流
れ

て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
会
場
と
な
っ
た
市
民
会
館
は
、
「
豊
中
ま
つ

り
」
の
メ
イ
ン
会
場
と
な
る
豊
島
公
園
と
は
阪
急
曽
根
駅
を
は
さ
ん
で
反
対
側
に
位
置

し
て
い
た
た
め
、
全
体
の
来
場
者
の
ベ
十
八
万
七
千
人
に
対
し
、
「
慎
徳
堂
資
料
展
」

へ
の
来
場
者
は
約
三
百
人
で
あ
っ
た
(
い
ず
れ
も
主
催
者
発
表
)
。

ま
た
、
八
月
六
日
(
土
)
に
「
大
坂
学
問
所

「懐
徳
堂
」
の
歴
史
」
と
題
し
て
井
上

7
職
員
が
講
演
を
行
い
、
七
日
(
日
)
に
は
「
奈
良
大
阪
墨
の
道
発
見
さ
れ
た

懐
徳
堂
の
箆
型
」
と
題
し
て
湯
浅
邦
弘
教
授
が
講
演
を
行
っ
た
。
来
聴
者
は
の
ベ
約
七

十
名。
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な
お
、
当
日
配
布
し
た
資
料
紹
介
等
の
印
刷
物
に
、
懐
徳
堂
に
関
す
る
概
説
的
な
説

明
文
を
含
め
て
お
い
た
が
、

配
布
物
を
ま
と
め
て
不
透
明
な
封
筒
に
封
入
し
た
た
め
、

こ
れ
を
開
披
せ
ず
に
「
懐
徳
堂
と
は
何
か
」
を
説
明
員
に
質
問
す
る
来
場
者
が
多
か
っ

た
。
懐
徳
堂
に
関
す
る
概
説
的
な
パ
ネ
ル
を
用
意
し
て
お
く
べ
き
で
あ
っ
た
ろ
う
。
た

だ
し
こ
れ
は
、
従
来
と
は
異
な
る
層
の
(
懐
徳
堂
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
知
識
の
な
い
)

来
場
者
を
開
拓
し
た
こ
と
の
傍
証
と
も
評
価
し
得
る
。

ま
た
イ
ベ
ン
ト
の
性
格
上
、
酒
気
を
帯
び
た
来
場
者
が
若
干
な
が
ら
認
め
ら
れ
、
ト

ラ
ブ
ル
も
生
じ
た
。
さ
ら
に
、
展
示
会
場
の
夜
間
警
備
に
つ
い
て
、
施
設
管
理
者
と
警

備
担
当
者
と
の
聞
に
連
絡
ミ
ス
が
あ
り
問
題
が
生
じ
た
。
貴
重
資
料
と
く
に
軸
物
に
関

す
る
警
備
の
あ
り
か
た
や
、
ひ
い
て
は
学
外
に
お
け
る
展
示
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
慎

重
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

受
中
ま
つ
り
ニ
O
O五
に
つ
い
て
は
、
同
実
行
委
員
会
事
務
局

『豊
中
ま
つ
り
通
信

総
括
号
』
(
二
O
O五
年

一
一
月
)
に
て
総
括
さ
れ
て
い
る
の
で
、
あ
わ
せ
て
参
照
さ

れ
た
い
ロ

、
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市
民
活
動
情
報
サ
ロ
ン
に
お
け
る
パ
ネ
ル
展
示

平
成
十
七
年
八
月
九
日
(
火
)
か
ら
三
十
一
日
(
水
)
に
か
け
て
、
監
中
市
市
民
活

動
情
報
サ
ロ
ン
(
豊
中
市
本
町
、
阪
急
豊
中
駅
ピ
ル
二
階
)
の
広
報
シ
ョ

I
ウ
イ
ン
ド

に
て
、
懐
徳
堂
関
係
の
パ
ネ
ル
展
示
を
行
っ
た
。
展
示
し
た
資
料
・
パ
ネ
ル
は
、
下

記
の
通
り
。

-
解
説
パ
ネ
ル
2
点
(
関
係
年
表

・
「懐
徳
堂
と
は
」
)

・
旧
懐
徳
堂
復
元
C
G
タ
ベ
ス
ト
リ

1
1
点
(
玄
関
)

・
資
料
パ
ネ
ル

2
点
(
越
姐
弄
筆

・
木
製
天
図
)

本
件
展
示
は
、
直
前
の
「
豊
中
ま
つ
り
」
に
連
携
し
た
事
業
と
し
て
、
市
教
育
委
員

会
の
協
力
を
受
け
て
行
わ
れ
た
展
示
で
あ
る
。
な
お
懐
徳
堂
に
関
す
る
概
説
的
な
パ
ネ

ル
を
展
示
し
た
が
、
こ
れ
は
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
が
大
阪
市
立
博
物
館
(
当
時
)

で
の
展
一不
用
に
作
成
し
た
も
の
で
、
今
回
こ
れ
に
若
干
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
施
し
て
展

示
し
た
。

(井
上
記
)

;¥:蜘河砲な官

-115 -




